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三鷹第 2船舶試験水槽の解析設備の運用と

モニクプログラム (SM-43)について

荒井 能＊・田 中 拓＊

On the Data Processor of the Mitaka No. 2 Ship Model 

Experiment Tank and its Control Program 

By 

Chikara Arai and Hiraku Tanaka 

Recently the knowledge of the data processor has become essential for the researchers of towing 

tanks in order to perform their experiments successfully. An on-line data processor of the Mitaka 

No. 2 Ship Model Experiment Tank is devided into two parts. The one is the on-line data recorder, 

in and output peripheral units installed on the towing carriage and the other is the central processor 

unit in the computer room. As to such a small sized on-line computer system, however, planning 

of the control program is the most important subject. 

This paper presents a newly designed control program (SM-43) prepared for more efficient use 

of the data processor. Utilizing the control program, the on-line data processing and the technical 

calculations including the program compilation are easily performed with this system. 

1. まえがき

三鷹第 2船舶試験水槽の水槽用解折設備は，水槽木

体の工事が着工された，昭和 39年頃から具体的な計画

が検討され，昭和 41年 9月69,000千円の費用で完成

した。当時は，国内の研究施設では，計測と電子計算

機を連結したデータ処理設備を備えたものは少なく，

新水槽のデータ処理装償としてどのような規模および

システムを設置するべきか，直接に参考となるものは

皆無に近い状態であった。研究施設におけるデータ処

理の技術は，その後長足の進歩をとげて，当水槽の設

備も，一般的な観点からはすでに最新のものとはいえ

なくなっている。しかし，著者等がこの水槽用解析設

備を計画し， 4年間の使用を経験した後においてもな

ぉ，船型試験水槽における適正なデータ処理システム

について述べることには，多くの困難が感じられる。

船型試験水槽におけるデータ処理の研究は，水槽で実

施される実験の種類や運用の実績を無視しては考えら
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れないものであるが，設備の計画時におけるデータ処

理に対する要望の広さと技術的困難さのわりに，水槽

運用の実績はかなり片寄っており，まだあらゆる場合

を十分に経験するに至らないからである。一般に，す

べての要求を一様に満足させたシステムが，必ずしも

理想的であるとは限らないので，将来はシステム工学

の立場からの十分な検討が必要であろう。

この報告は，三鷹第 2船舶試験水槽のデータ処理施

設を約 3年間使用して得た経験と，これに基づいて初

期のモニタフ゜ログラム， SM-40を改訂した新しいモ

ニタプログラム， SM-43の説明に関するものである。

はじめに，この水槽用解析設備の考え方と計画につい

て振り返えり，使用経験による若干の検討を加え，そ

のあとで SM-43の概要の説明を行ない，さらに付録

として，取扱い説明書を加えた。

2. 水槽用解析設備の計画と運用

船型試験水槽用の解析設備としては，データ処理，
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科学計算および情報処理の 3つの面に関して，十分な

能力をもつものが理想的であると考えられる。近年の

船舶流体力学は，理論と設計の懸隔がせばまるにつれ

て，実用船型を対象とした大規模な数値計算の必要性

が高まり，船型研究に科学計算用の大型計算機は必須

のものとなっている。また当部で，現在でもデータと

しての価値がある船型試験結果の資料が， 1,000隻以

上蓄積されていることを考えると，これらのデータの

十分な活用と管理には，かなりの情報処理能力をもっ

た計算機が望まれる。この他，図化機，模型船および

プロペラ削成機用のNCまたは曳引車の各種コソトロ

ールが可能な制御用計算機も船型試験水槽としては，

少なくない利点をもっていると考えられる。これらの

問題は，必ずしも水槽特有なものではないため切りは

なして検討することも可能であるが，水槽用の計算機

の特徴として特別に考えられるのは，データ処理の方

式と運用の仕方にあるといえる。この水槽用解析設備

の計画でも予算上の制約から，中規模以上の科学計算，

情報処理および NCを分離して扱い，計算機の能力

をデータ処理と日常の水槽運用に必要な科学計算に限

定した。

2.1. 船型試験水槽におけるデータ処理

船型試験水槽のデータ処理方式には， 2つの考え方

がある。一つには，本水槽で採用しているように水槽

曳引車上で計測されたデータをオンラインでリアルタ

イムに近い形で処理する場合で，他方は，オフライソ

にベッチ方式で処理する場合である。最近各地の船型

試験水槽が，解析設備に多くの関心を示していること

を考えると，両者の得失についての論議はかなりの重

要性があるが，具体的には，設備予算，事業所の性格，

目的等と関連しているので，一概に判定することはで

きないであろう。

データ処理の問題を幾分具体的に考えて見ると，水

槽試験のデータ処理は，一般の船型試験の解析と波浪

中の試験等時間的に変動する量を扱う実験データ処理

の2つに分ける必要がある。この分類法は，次の点で

本質的なものである。すなわち前者の計測値は各種の

雑音を含んでいるが，時間的には不変なものと考えら

れるから，計測値の平均化等による最終的な計測値の

決定は，計測器自身または計測者が行ない得るもので

あり，データ処理装置は関与しなくても可能であるが，

後者の計測値は，時間的に変動するデータであるから，

この中から造船学的に意義のあるデータを読み取る作

業は，データ処理装置を利用する必要がある。
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2.2. デイジタルデータ処理

デイジタルデータを扱う実験としては平水中の抵

抗，自航およびプロペラ単独試験等の一般の船型試験

が主であるが，これらの実験では， 1%以上の精度を

要求されることが普通であるので，一般にアナログ型

より精度が高いデイジタル型の計測器が使用されるこ

とが多い。ここでは，この種の計測の処理をデイジタ

ルデータ処理と呼んで，時間的に変動するアナログデ

ータの処理と対比させて考える。

データ処理の技術的立場から考えると，デイジタル

データ処理に重要な問題は少ない。しかし，将来計測

器と計算機を直結させる場合は， Jイズおよび，計測

系の固有周期による出力の変動を除去して計測値を決

定するプログラムの考え方には若千の研究課題が残さ

れている。三鷹第 2船舶試験水槽の解析設備では，上

記の困難さを避けるために，その間に人為的な作業を

残しており，計算機への入力媒体は紙テープによって

いる。デイジタル計測のデータ処理の典型的な例とし

て，船型試験における抵抗および自航試験で使用して

いる解析処理のプロセスを図 1（文献(2)から転載）

に示す。

2.3. アナログデータ処理

アナログ計測のデータ処理には， 2つの重要な問題

がある。その一つは，主に規則波中の試験等で，現在

のところ，波形の読み取り方法に対する考え方が極わ

めて不明確である。一般に行なわれている波浪中自航

試験の場合のように，プロペラ・スラストおよびトル

クの計測に対する主な興味が，単に変動の平均値にあ

る場合を除いて，統計的不規則振動ではなく，むしろ

（平水中の水槽試験）

， 
デークの保存，再解析等

（波浪中の水槽試験）

テータの読取り，解析
中央濱算処理装置
(TOSBAC-3300B) 

t 
テータ(/)1呆存、再解析等

図 1 船型試験水槽のオン・ライン・データ処理
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表 1 水槽用解析設備に要求されるデータのサ‘ノ

プリソグ周波数

サンプリソグz) 研究項目計測の種類 周波数 (H

平水中船型試験 抵抗，スラ回ス転ト数， 
トルク，

0.5~2 

•- - -- -

電気的゚ なピック 抵抗，揚力，モ 2~10 
ア3分ッ力フ試を用験い等た ーメソト

波形解析による
後続波形 20~50 

造波抵抗の計測

規則波中船型試
船体運動，波高 10~20 

験

不規則波中船型
船体運動，波形 20~100 

試験

船尾振動の研究
bearing force 

500~1,500 surface force 

波浪衝撃荷重の
研究

衝撃荷重等 1,000以上

波浪中トルク変 プロペラトルク 300~1,000 
動の研究 回転変動
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可能である。デイジタル・データは紙テープを使用し，

アナログ・データは記録用の磁気テープ装置を使用し

て，それぞれデータ伝送装償および水槽のトロリー線

を通して直接に計算機本体に送り，解析結果は，曳引

車上の出カタイプライタに印字されるようになってい

る。これまでの使用経験によると，伝送に関してトロリ

一線と曳引車パンタグラフの摺動面に発生が予想され

るノイズは，重要な障害になっていない。若干のテスト

によると，すくなくも曳引車の速度が 4m/secまでは，

走行中のデイジタルデータの伝送は十分可能である。

データ伝送速度は， 1,600ボーで，デイジタルデータの

伝送には，支障はないが，アナログデータの伝送には，

約 100data/secの速度となるので必らずしも十分でな

い。もし伝送速度がはなはだしく不足する場合には，磁

気テープを直接計算機室に運搬する方が有効である。

この水槽用解析設備でデータ伝送を採用したのは，

次の理由によっている。当水槽は研究用の水槽である

から，実施される水槽試験の種類は広範囲にわたり，

要求される精度も高い場合が多い。また大型水槽であ

るから試験の再試および追試は，水槽の運用に大きな

規則的であるが歪の多い有限記録の中から，造船学的 障害となること等から，試験を実時間に近い形で解析

に意味のある変動の振幅，位相差をとりだすことに問 することが，研究の完全と能率に大きく寄与すると考

題が残されている(1）。他の重要な問題は，水槽用解析 えられる。しかし，このオソライソデータ処理装置を十

設備の計画に際して，計算機本体の計算能力，データ 分に活用することについては，二，三の困難を克服する

処理装置としての規模，データ伝送速度等のすべての 必要があった。その一つは，この水槽用解析設備に適し

面について，上限を規定するのは，アナログ計測のデ たモニター・プログラムの作成である。本システムの使

ータ処理であるが，実際に仕様の極限としての処理能 い方について簡単に述べると，計算機室では常時科学

力を必要とする実験の頻度は，極わめて少ない。しか 計算が実施されているが，水槽曳引車から伝送されて

しながら，データ処理装償がその真価を発揮するのは， くるデータは，麻い優先順位で直ちに解析処理される

日常のデータ処理を淀みなく進行させる定常的な能力 ょうになっている。計算機の磁気ドラムには， 12種以内

とは別に，他の水槽または施設では行なえないような， のプログラムを記憶させておき，計算槻室または水槽

極限的な性能を示すときにも見られることを忘れるこ 曳引車から PROGRAMSELECTスイッチで必要な

とはできない。このような幾分特殊な仕様と，日常の プログラムを選択して使用できるようにしてある。も

作業に必要な仕様とのバラ‘ノスが失われないよう計画 とより，この解析設備のような小規模なシステムで，完

することは重要である。一例として，この水槽用解析設 璧な動作を期待することはできないが，コソパイル，

備に要求されるデータのサンプリソグ速度を各実験の アセ‘／ブルおよび計算の実行，曳引車から伝送される

種類別に，表 1に示した。図 1にアナログデータ処 デイジタル・データ処理に関して，当水槽に適したも

理の例として，規則波中船型試験に適当と思われる。 のが研究され，著者の一人によって完成されたが，こ

データの読み取りおよび解析処理のプロセスを示し の内容については次章以下に詳説する。

た。また，本水槽用解析設備のデーダ処理速度等の閃 他の一つに，プログラマーの育成に閃する間題があ

連を図 2に示した。 る。オ‘／ライソデータ処理を行なうプログラムは，ァ

2.4. オンラインデータ処理 センブラ言語によらなければならないから，プログラ

先に述べたように，この水槽用解析設備では，曳引 ムのコーディングができる研究者は限られてくるし，

車で集録したデータのオソラインによるデータ伝送が 一般にオ‘ノラインデータ処理の特徴が顕著でない計算

(19) 
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磁気テープ記録 紙テープ

速テープ度
サンプリング速度 1チャンネル当り

吾nL1 録
KHZ チャンネル 毎秒記録速度

データ記録

磁気テープ記録

チャンネル数

商速 (HJ 8 ch 
低速 (L) 19ch 

inch/ sec 

40 

5 

5 
H 
L 

2.5 
H 
L 

H 
1.25 L 

5 L 

2.5 L 

1. 25 L 

500 

25 
250 
12.5 

125 

6.25 (manual) 

25 

12.5 

6.25 

＇ テープ速度 20,10 inch/ sec 571 

記録再生 800μs/data以下 character/min. 

L 761 bi ts/ sec I 
（トロリー線）

I,600bits/sec 

データ伝送
106data/ sec以1‘―

(3チャンネルい］時伝送可能）

データ処理

磁気テープの

手動連搬

(TOSBAC 3300B) 

コアヘの転送

800μs/data (l,250data/sec)以上

磁気テープ装置 中央演算処理装置

図 2 データ処理速度等

では，科学計算による解析方法が得策とも考えられる。

専門のプログラマーの育成が困難な場合に，目前の研

究に忙しい研究者に，繁雑なアセンブラ言語によるオ

ンラインデータ処理フ゜ログラムを作らせることはやや

迂遠な感がもたれることは否めない。オンライソデー

タ処理が十分生かされるためには，ソフトウ土アの蓄

積，プログラマーの教育およびアナログ計測の定式化

を一層すすめる必要がある。

なおこの水槽用解析設備については，文献（ 2) ま

たは（ 3) に報告されているが，システムの概要を図

3 （文献（ 2)から転載）に示した。

3. モニタプログラムとソフトウェア

モニタプログラム SM-43では，計算機の割込み機

能を利用して，船型試験解析プログラム RS-43の実

行と，他の科学計算のコンバイルおよび実行等の半平

行処理を行なっている。ここで半平行処理といってい

(20) 

るのは，計算機が演算中に水槽曳引車からの割込み要

求があると，現在実行中のプログラムを一時中断して

退避させ，船型試験解析（デイジタルデータ処理）に

必要なプログラムをコアに転送して処理を行ない，終

r-------•---------------------------------------9 
I ディジタル ディジタル 万能入出力出 力 ' 
I 

I ァ 電圧計 双プロッタ装 置タイプライタ

しこ[i :A変換：M告夕：｝〗WロロW□ 
l 

r-M~ffl~--~気テー； 嘉〗J-｛□］三
I ------------＝予--- --1 | 「ティンタルXY7「 1「磁気トラム1「万能入出力II紙テープ1「紙テープ l: 
： し］gュ此竺戸＿器ー」し竪--JL芝ーーーロ且吐竺Jしき竺塁」 | 
I (MD) (PTP,I (PTR) I 
L------_--------------- -•-------' 

図 3 水槽用解析設備の概要



れば再びもとのプログラムを復元して続行することを

さしている。この二つの異なったプログラムの間に介

在して計算機を制御するモニタプログラムの一つとし

て開発したのが SM-43である。しかし， SM-43は，

下記の理由から本質的にアナログデータ処理の機能を

持っていない。すなわち，

1) アナログデータはデータ鼠が多いために，同時

に保持すべき他のプログラムを格納する補助記憶装

置の絶対量が不足している。

2)後に述べるように，時間的に不経済なプログラ

ム転送方式を採用せざるを得なかったために，計測

用磁気テープ装置等の速応性が要求される機器に

SM-43は追従し得ない。

3) アナログデータ処理と科学計算を同時に行なう

ことは少ない。

また， SM-43では，水槽曳引車からの船型試験解

析を優先的な割込み順位としているが，これは約 15分

に 1回の割で， 1回最大 3分程度の処理時間を要する

のみであるから，割込まれるプログラムに対しては，さ

ほどの影響は与えていない。このために計算機に付属

していた ALPS I コンパイラ， SMAP II および

MINITAP B アセンブラを一部改造して ALPSIS, 

SMAP USおよび MINITAPBS とし，これらによ

るコンパイル，アセ‘／ブルおよび演算の実行を被割込

みプログラムとした。また本システムの製作者東京芝

浦電気（株）において製作された船型試験解析プログ

ラム， RS-42を一部修正して割込みプログラムとし

た。

3.1. コンパイラおよびアセンプラの改造

計算機の付属フ゜ログラムのうちアセ‘ノブラ類は専有

語数も少なく比較的容易に被割込みプログラム化する

ことが可能であった。しかし ALPSIはほとんどコ

アの全城を使用しているために割込処理用モニタプロ

グラムを収容する余地がなかった。このために ALPS

Iの専有域を約 1％艤牲にし，さらに SM-43の大部

分を，通常はドラムに格納しておいて SM-43本体を

コアに転送するために必要なルーチンのみをコア上に

常置した。そして， SM-43本体が呼び出されてコア

上にあるときには，かわりにコアの内容をドラムに格

納し， SM-43の処理が終わって SM-43をドラムに

格納するときはコアの内容を復元するように工夫し

た。上記の手続きはドラムの 1ストリングずつ交互に

行ない，先にコアに転送したドラムのストリングに，

次のコアの 1ストリング分を書き込むようにしたの
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で，結果として，転送所要時間はふえたが， ドラムを

節約することができた。 （この方式を，以下に Alter-

native methodと名付ける。）また，割込みによるプロ

グラムの退避，転送および復元にも本方式を採用した

ので，さらに大幅なドラムの節約が可能となり，この

ような小規模なシステムでは困難なコンパイラの内蔵

が可能となって，コンパイル操作を大幅に簡略化する

ことができた。なお， ALPSIでは，標準関数のリロ

ケーションを，紙テープで入力するときに行なうよう

になっているので，標準関数はドラムに格納すること

ができず， したがって，コンパイルのたびに紙テープ

で入力させなければならない。

また，計算機付属のプログラムは，プログラムの終

了，エラーの検出等の場合には計算機が停止するよう

になっていたが，常時割込みに備えるためには計算機

を停止させることはできない。このため， SM-43内

にコメント出カルーチ‘ノと停止指令代替ルーチンを低

き，コンバイル操作の各相の終了のとき等にはコメン

トを出力するようにし，一時停止は割込動作に四換え

て停止指令代替ルーチンで処理するようにした。

また， ALPSISと SMAP!ISの共存は， ドラムの

不足のため不可能であったので，どちらか一方のみを

格納して，格納したしるしをモニタプログラムに書き

込んで記憶させるようにした。このほか被割込みプロ

グラムの実行指令用としてローディングモニタをモニ

タプログラム内に付属させた。

3.2. SM-43の構成

SM-43は初期に製作された東芝製モニタプログラ

ム SM-41を改良したものでその主な相違点を以下に

列挙する。

1) SM-41}-flコンパイラ， ALPSM(2 pass)の操

作がはん雑なので ALPSI (1 pass) に手を加えて

大部分をドラムに格納し，操作の簡易化をはかった。

2) SM-43の作成に閃連して若干のハードウエア

の改良 (Time counterの割込み， l/0ェラーの割

込み，入出力機器選択の保存）を行なったので，こ

れらの機能を加えた。

3) コメントおよびエラーメッセージを出力するよ

うにした。

4) ALPS IS でコソパイルしたプログラムを水槽

曳り庫からも使用できるようにした。

5) SMAP !IS, MINIT AP BS等のアセンブラが

使用できるようにした。

6) Alternative method採用の結果ドラムーコア間

(21) 
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の転送時間が大幅に増加した。

SM-43は大きくわけてコア常置ルーチン，中継ル

ーチンおよびモニタ本体の 3つの部分からなってい

る。

3.2.1. コア常置ルーチン

SM-43が動作するとき，本体全部をドラムからコ

アヘ転送するルーチンにはかなりの語数を必要とする

が， ドラムの 1ストリングを中継するようにして，コ

アにはこのストリングのみをアクセスするルーチソだ

けをおいた。以上を合めてコア上に常置されるルーチ

ンは次の通りである。

1)割込みのときの入ロルーチソ

2)割込み以外の入ロルーチ‘ノ

23語

14語

このルーチンは，割込プログラムが終了したとき，

停止代替ルーチン用，エラーメッセージ出力用およ

びプログラムテープ入力完了時に SM-43にしるし

を薯き込むときの入口等である。

3) SM-43からの出ロ 13語

4) Time counterセットルーチ‘./ 12語

5) ロータルーチソ 5語

計算機が処理すべき演算がないときに，計算機コ

ンソールのシーケンスランプに一定のパタンを表示

してこれを大略一秒に一回の割りで 1ビットずつ回

転させるルーチンのことである。

6)停電時のプログラム保汲ルーチソ 24語

このルーチンはハードウニアの関係で現在は使用

していない。

3.2.2． 中継ルーチン

このルーチンはドラムの1ストリングを占めており，

Alternative methodによってコアの内容と SM-43と

を附換する。またこのルーチンでは，計算機のレジス

夕類は全く使用しない。

1)入口用ルーチン

2) 出口用ルーチン／

3) ALPS用出ロルーチ‘ノ

22語

19語

20語

ALPS ISでコンパイルを始める場合，コンバイ

ラのコアヘの転送と SM-43のドラムヘの格納が交

互に行なわれる必要があるので，このために特別な

ルーチンを使用している。

4)分岐ルーチン群 25語

上記の 1)および 2)はサブルーチンであるから，

そのための分岐および各目的別の分岐を行なう。

5)空白 26語

今後の SM-43改良のためのスペースである。

(22) 

3.2.3. モニタプログラム本体

モニタ本体は大別して 7箇のルーチンからなってい

る。そして特に最初の 2つについての方式は SM-41

とあまり変わってはいない。

1)割込み処理ルーチソ 222語

割込みが生じたときのレジスタ類の保設，割込み

の登録および種別の判定， コアの内容の保設と割込

み用プログラムの転送等を行なってから割込みプロ

グラムの浪算を実行し，これが終わるとコアおよび

レジスタの復元，登録の取消し等を行なってもとの

プログラムの演算にもどる。

2) 船型試験解析ルーチソ 100語

主として PROGRAMSELECTスイッチに関す

る処理ルーチンで， PROGRAMSELECT スイッ

チの位懺を解読して必要なプログラムの転送を行な

ったり新たな割込みを起したりする。

3) ローディングモニタ 110語

被割込みプログラムの実行指令は紙テープによっ

て与えられるが，これを解読してチニックしたり，

これによってプログラムを用意して実行に入るまで

の制御を行なう。このルーチンには 2箇のキーワー

ドがあって 1箇はドラム内の処理プログラムの種類

を示し， 1箇は処理の各相の終了のたびに書き替え

られる。そして次の実行指令が来たときにキーワー

ドの中身を調べて正しい時には次の実行に移り，誤

っていればエラーメッセージを出力する。

4) エラー処理ルーチ ‘1/ 37語

モニタが動作中に検出されたエラーおよび ALPS

の実行プログラム内のエラーは，そのエラーが検出

された番地を ERRORx x x x x (8進表示番地）

と赤字で付属タイプライタ（フレクソライタ）に出

力する。 I/0ェラーはハードウェアで最俊先の割込

みとなるので，すべての PTRを使用するプログラ

ムに対して有効である。そして I/0ェラーを生じ

たプログラムは中止され，ェラーメッセージとして

ERROR 17777が出力され，計算機はより低いレベ

ルの演算処理に移り， INVARID OPERATIONラ

ンプが、9訊灯するが，以後の演算に支障はない。ロー

ディングモニタで I/0ェラーが生じてもモニタ処

理中は割込みを禁止している。しかし，このときは

1字読むごとに割込みフリップフロップをセンスし

ているので，もし I/0ェラーが生じた場合は直ち

にモニタ本体を格納して割込み禁止を解除する。

5)停止指令代替ルーチン 11語



計算機を停止する代替として，次に実行すべき番

地をQレジスタに入れ，コア常置ルーチンの特定番

地ヘジャソフ゜させると割込みが生じて一時的にロー

タヘ行く。この割込みを終結させるにはハードウェ

アでさらに上位の割込みを起してリタンアドレスを

以前のQレジスタの内容と書きかえるようにした。

なお， この割込みは計算機コソソールの INTER・

RUPTION INキイでも発生させることができ（こ

のときのリタンアドレスは INTERRUPTIONIN 

キイが押されたときの計算機のシーケンスカウンタ

の番地＋ 1となる）これにより被割込みプログラム

を中断できる。さらに，解析機室制御テーブルの

LOCKキイのオンオフでリタンアドレスの書き替

えを制御することによって，次に実行すべき番地へ

行くか，すべてを解除してロータヘ行くかを選択で

きるようにした。以上により全く計算機を停止させ

g ： 工キスポー拿ノトレジ入ク
. : フィード．9 -ク
K : ブログラ＾テープのフィー 9 9 - 9 
" : ィ・ノデ .. ,ク入レジ入ク
PS : ブ〇グラムセレクト入イ・ソナ
SA : 入•->アドレス
RA : ＇1 9 ` ノアドレス
→ ； セ・’,,

こ`92親ェ‘の9●を IX にセットする●9,99が、

各プログラムに内げnりえられている．

ALPSの HALTおよびエラー． h•lt と潤AP

., ~....,,⑨へ行く．
Am．躙心および●INIT” の転送よ t̀.. 
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ずに演算の一時停止 (HALT)が行なえるばかり

でなく，演算への復帰再開 (START)または中

止 (ALLRES ET)が自由に選択できるように

なった。

6) コメソト出カルーチ ‘1/ 50語

エラーメッセージや ALPSISの各相の終了を示

すためにコメソトを出力するルーチンがあり，コメ

ントは 3字 1語の割合で 90字分が内蔵されている。

そして，このルーチンに来たときのインデックス

レジスタの内容に従ってそれぞれ異なったコメ‘ノト

を出力し，特定の符号が現われれば出力を停止する。

7)空白 31語

叫住ルーチン部とともに社干の空白がプログラム

の改良のために残されている。これはドラム転送が

プロック方式のために生じたものである。また現在

使用されていない PROGRAMSELECTスイッチ

凡伽

三 □三
（ ）』よ｀ノフトての利用らホ~.

図 4 SM-43のフローチャート

(23) 
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のテーブル類はすべて確保してある。

以上述べた SM-43のフローチャートを図 4に

示す。なお，このほか， SMAP I (1 pass)および

ALPS II (2 pass) も同様に被割込みプログラム化

することは可能であるが，利用度が少ないので今回

ははぶいてある。

付録 モニタープログラム (SM-43)

取扱い説明

モニタープログラム， SM-43の取扱いについて説

明する。 SM-43の管理下にある各種フ゜ログラムにつ

いては，主に文献 4を参照することとし，本書では，

関連した事項の説明にととどめる。

A-1 SM-43の起動

A-1.1. 計算機の状態

計算機本体， ドラム， PTR,解析機室フレクソラ

イタ（以下FW2と書く）および制御テーブルに電源

が投入され，すべて正常に動作しているものとする。

計算機コンソール第 1パネルのキイを以下のように

セットする。

1) SENCE:すべてオフ

2) UNLOCK:オ‘./

計算機コンソール第 2パネルのキイを以下のように

セットする。

3) INTERRUPTION: INHIBIT オン， PER-

MITオフ

4) ERROR CONTROL : EFFECT オ‘./， NO

EFFECTオフ

5) INDICATOR : A オ‘./， MUオフ， Q オ‘./，

Mオフ， 0 ォソ， Fオフ， SRオ‘./， AR・ IX・ IF 

オフ

6) HALT, JUMP: HALTオ‘./， JUMPオフ

7) ADDRESS STOP :オフ

8) OPERATION MODE: AUTO オ‘./， TEST

オフ

g) CLOCK PULSE : HIGHオ‘./,LOW・ ONE 

オフ

10) SINGLE STEP :オフ

11) SINGLE CYCLE :オフ

ドラムの SWl および SW2をすべて WORK

にし， PTRの速度スイッチを 200character/secに

する。

(24) 

A-1.2. SM-43の入力

SM-43の MBT（紙テープ）を PTRにセット

し，計算機第 1パネルのキイを OPERATIONSTOP, 

ALL RESET（このキイを押すことを計算機をリセッ

トすると書く）， INITIALLOADの順に押す。

PTRが動き出して一度停止し，約 8秒後再び動

作し，終わればコンソールのランプに一定のパタ‘./

がセットされ，左から右にゆっくり移動する。（この

状態をロータが回ると書く）。

ロータが回り出したら，計算機コンソール第 2パネ

ルのキーを以下のようにセットする。

1) INTERRUPTION: PERMITォン， INHIBIT

オフ

2) ERROR CONTROL : NO EFFECT ォソ，

EFFECTオフ

もし，以上の操作中に I/0ェラーを示すランプ

が点灯した場合はテープの不良であるから計算機を

リセットし，新しいテープで始めから行なってみる，

なお，以後プログラムテープを入力するときは必ず

A-1.1の 4)のようにキイをセットし，終われば

A-1.2の 2)のようにセットする。

A-1.3 SM-43の停止および再起動

SM-43を使用した業務が終了し，翌日また続けて

SM-43を使用する業務を行なうときは，以下に述べ

る操作によりすべてのプログラムは保存され，翌日直

ちに使用することが可能である。

ロータが回っているか，または計算機第 1パネルの

INTERRUPTION IN キイを押すとロータが回り出

すときは，次の順序で電源を切る。

1) ロータが回っていることを確品して計算機をリ

セットする。

2) ドラムの SWl および SW2をDEADに

する。

3)通常の手続きに従って電源を切る。

再起動するときにはつぎの順序で計算機を操作す

る。

1)通常の手続きに従って計算機に電源を投入し，

コアの温度上昇を待つ。

2) コアの温度が十分上ったら， ドラムの SWlお

よび SW2 を WORKにする。

3)計算機コンソール第 2パネルの WORDSET-

TINGキイの 3,20および 22をオ‘ノとし，他はす

べてオフとする。

4)計算機コンソール第 2パネルのキイを WORD



SET IN, M CYCLE SKIP, CYCLE STEP aの順

に押し，続いて第 2パネルの OPERATIONSTART 

キイを押すとロータが回わり出すか， INTERR UP-

TION INキイを押す前の演算を続ける。

（以上の 3)および 4)の操作を 10番地スタートす

ると書く）。

A-1.4. SM-43の管理下以外で計算機を使用する

とき

このとき，もし使用するプログラムがドラムを使用

するものであれば， SM-43および関連フ゜ログラムは

再使用できないのでこの章の始めからの操作を繰返え

して行なう必要があるが，もしドラムを使用しなけれ

ば再使用が可能であるので，このときは，以下の操作

を行なう。

1) ロータが回わっているときに計算機をリセット

し， ドラムの SWl および SW2 を DEAD

にする。

2) ドラムを使用しない他のプログラムの演算を行

なう。

3)終ったら計算機をリセットし， ドラムの SWl

および SW2 を WORKにする。

4) SM-43コア上テープを PTRにセットし，

計算機第 1バネルの INITIALLOADキイを押す

と，テープが入力され， ロータが回わり出す。

A-2. 船型試験解析プログラム，

RS-43の操作法

A-2.1. プログラムの入力

ロータが回わっているときに RS-43プログラム

テープを PTRにセットし，制御テープルの PRO-

GRAM SELECTスイッチを 8にセットし，その下に

ある STARTキイを押す（この操作を SW-8スター

トすると書く）。

計算機はテープの入力を開始し，途中 5回停止し

てプログラムをドラムに格納する。すべてを入力す

るのに約 4分を要する。

もし，テープを入力している途中に， I/0ェラーで

停止したときは，計算機をリセットして10番地スター

トしてロータヘ行き，テープを交換してこの章の始め

からもう一度行なってみる。

このプログラムは A-2.2.3で述べる場合のほかは

繰返えして使用できる。

A-2.2. 操作法

A-2.2.1. 曳引車空調室からの操作法
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1)曳引車上空調室操作テーブルの CONTROL

SELECTスイッチを 5にセットする。

2)空調室フレクソライタ (FWl)の MTRに

データテープをセットする。

3) PROGRAM SELECT スイッチを実行するプ

ログラムによって次のようにセットする。

基本テープ， テープ I' テープIl・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1

才氏抗試験解析・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2

自航試験解析・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 

JR 計算・・・・・・• •··········································· 4 

SM001'HING ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・.. ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 5 

DEAD SLOWによる Hughesの l+K計算

.................. 6 

（未使用）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． •7~12

4)操作テープルのキイを CARRIAGERESET, 

CARRIAGE START, REQ-T, COMPUTER 

STARTの順に押す。データの入力および出力に関

することおよび演算の内容等は RS-42と変わらな

Vヽ
゜

A-2.2.2. 解析機室での操作法

データ，テープを PTRにセットし， PROGRAM

SELECT スイッチを前項 3)に示すようにセット

し，スイッチの下にある START キイを押す。解

析結果は FW2 に出力される。常数変更表示の操

作は RS-42のときと変わらない。ただプログラム

転送時間が多少長くなった。

A-2.2.3. RS-43の再使用

R S-43は以下に述べる場合はこわれるので，再入

力する必要があり，このときは，ほかの被割込みプロ

グラムは実行できない。しかし，この場合以外は，何

度でも繰返えして使用できる。

1) S M-43の管理下以外でドラムを使用したとき。

2) R S-43を使用するときに rint,rral等のあと

の番地に指定以外のものを書いたり， PROGRAM

SELECTスイッチの設定を誤まって STARTキイ

を押してしまったとき。このときは多分計算機が停

止し，被割込みプログラムの実行中であればこれも

こわれてしまうであろう。しかし，もしデータテー

プが入力される前に上記の誤りに気付いたときは，

空調室であれば直ちに CARRIAGESTOPキイを

押せば入力が停止されてしばらく後に再び割込みが

可能となり，解析機室であれば直ちに PTRのス

イッチを切って計算機をリセットし， 10番地スター

トすれば RS-43その他を救うことができる。

(25) 
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3) R S-43を使用しているときにINVARIDOPE-

RATIONランプが点灯して計算機が停止したり，ぃ

つもと異なった動作をしたり，出力された数値に異

状があるとき。このときは RS-43がこわれている

ことが多い。計算機をリセットし， 10番地スタート

し割込み前の状態にもどす。

つぎの場合は RS-43は無傷であるが他の被割込み

プログラムをこわすので絶対に行なってはならない。

1)空調室の CONTROLSELECTを6にセット

して割込みを行なったとき。このときは FW2 か

ら ERROR00001 とメッセージが出力されて，被

割込みプログラムの実行は中止されてしまう。そし

て以後空調室からの割込みはできなくなる。これを

解除するには，一度計算機をリセットし， 10番地ス

タートする必要がある。被害り込みフ゜ログラムは始め

から (ALPSコンパイルなら aを入力するところ

から，実行プログラムなら d を入力するところか

ら）やりなおす必要がある。

2)抵抗試験解析で 1回にデータ 7点以上入力した

とき。

また，計算機第 2パネルの SR レジスタの内容を

示すランプが •—•-0 0-0ー● 0-0ー●

（黒丸は、＼厄灯を示す） となり，同バネルの~ CYCLE 

を示すランプが点灯して計算機が停止することがある

が，このときはデータ伝送装樅に異状のあることが多

い。このときは計算機をリセットして 10番地スター

トすれば RS-43,被割込みプログラム共に無傷であ

る。

A-3. 排水量等計算プログラム操作法

このプログラムは解析室でのみ行なえる被割込みプ

ログラムである。ロータが回っているときに， SM-43

用排水量等計算フ゜ログラムテープを PTRにセット

し， SW8 スタートする。 テープ入力が終われば

SENCEキイを以下のようにセットする。

排水鼠等計算プログラム A

F P 1,SENCE:オン結果を FW2およびPTP

に出力する。

F P 1,SENCE:オフ 結果を PTPに出力する。

F P 2, SENCE:オン 結果を XYプロッタに出

力する。

F P 2, SENCE:オフ 結果を XYプロッタに出

力しない。

排水鼠等計算プログラム B
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F P 1,SENCE：排水量等計算フ゜ログラムAに同じ。

F P 2, SENCE:無関係。

実験状態算出プログラム

F P 1, SENCE:無関係。

F P 2, SENCE:無関係。

データテープを PTRにセットして SW-8スタ

ートすると計算に入る。なお，排水鼠等計算プログラ

ムAにおいては，再度スタートするときに PTRよ

りフィードマークが入力される必要があるので，デー

タテープの入力後も入カテープをそのままにしてお

く。以上のほか，データテープの作成，計算内容，出

カフォーマットは SM-41用の排水量等計算プログラ

ムと変わらない。また INTERRUPTIONINキイの

使用（次章参照）は有効である。この処理を行なって

いるときは， ALPS等の他の被割込みプログラムは使

用できない。

A-4. ALPS ISの操作法

これは，主として解析室で操作する被割込みコンパ

イラである。

A-4.1. コンパイラの入力

ロータが回っているときに， ALPS-ISACテープ

を PTR にセットし， SW-8 スタートする。この

プログラムは SMAP-IISを使用したときまたは SM-

43の管理下以外でドラムを使用したとき以外はほと

んどこわれない。なお， SM-43を新しく入力しなお

したときで ALPSISがドラムにあることが確実なと

きは， SM-43用 PSEUDOALPS ISテープを PTR

にセットし， SW-8スタートすれば ALPSIS を再

び呼び出すことができる。

A-4.2. ソーステープとデータテープの作成

ソーステープの作成には， 10cmほどフィードマー

クをせん孔したあと “a" をせん孔し，統いて口＄

ALPS'; ~とせん孔する。 a の前に~'上段または

下段指定を行なうとエラーとなる。このあとのソース

プログラムの書き方は全く ALPSIと同じでよい。

データテープの作成はフィードマークのあとに“d,,

をせん孔し，さらに 5cmほどフィードマークをせん

孔したあとに ALPSIと同様にデータをせん孔する。

A-4.3. 操作法

ロータが回わっているときにソーステープのフィー

ドマークから PTRにセットして SW-9スタート

すると， FW2 に ALPSCompilation とメッセージ

が出てコンパイルを始める。



もしソーステープに文法上のあやまりが検出され

ると FW2 に赤字で ERRORxx (10進2桁）

とメッセージが出てロータに帰る。

コンパイラが＄ HALT'; ~を読むとロータへ

行く。そして，再びコンパイラにもどるには制御テ

ーブルの LOCK キイをオ‘ノにして （このことを

LOCK をオンにすると書く） SW-10 スタートす

る。

またコンパイルを中断したいときは計算機第 1バ

ネルの INTERRUPTIONINキイを押すとロータ

へ行く。そしてコンバイラにもどるには上記のよう

にすればよいし， LOCKをオフにして SW-10ス

タートすればコソバイルは中止される。この操作は

計算機を停止することなしにすべての被割込みプロ

グラムの中断，続行または中止を可能にする。

リストを販るときは必らずキイを FP2,SENCE, 

FPl SENCE の順に押す。この操作を逆にすると

計算機は停止することがあるが，このときは，計算

機をリセットし 10番地スタートしてロータヘ帰し，

本節の始めからやりなおす。

コンバイルが終わるとコミュニケーションテーブ

ルを FW2に出力して，しばらくの後に PhaseL:と

出力するから， SM-43用 ALPSASテープを PTR

にセットし， SW-9スタートする。

もし外部プログラム (EXTERNAL PROCE-

DURE)を使用していれば ASテープを入力したあ，

とに Notenough とメッセージが出力されるので，

サブルーチン名が外部プログラムの identifierと同

じサブルーチンのリロケータプルテープを PTR

にセットし SW-9スタートする。

もし，すべての外部フ゜ログラムを入力し終わったか

または外部プログラムを使用していないときは FW

2に Compilationend.とメッセージが出てロータにも

どる。

データテープの “d,,の前から PTRにセットし

て SW9 スタートすると ALPSの実行プログラム

を始める。

入力するデータがないときは ‘‘d"のみを入力す

る。 halt(）；を使用したときの動作は全く＄HALT';

のときと同じである。

実行プログラムが終わるとロータに帰るが，再び実

行プログラムを行なうときは ‘‘d"を入力するところ

にもどる。

実行プログラム中のエラー（ローダ， リローダのエ
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ラーを含む）は ALPSIの時の〈停止番地〉＋1が二

ラーメッセージと共に出力される。

（注）外部プログラムの入力は， ASテープの前で

もよい。このとき，もしサブルーチンネームが標準

手続きの identifierと一致しているときは外部プ

ログラムが入力され， ASテープの椋準手続きは

入力されない。

A-4.4. ALPS ISの実行プログラムを曳引車上か

ら使用する方法

A-4.4.1. ソーステープの作成

この方法を利用するとき，実数は 1.0未満の数値で，

整数は 5桁以内の数値しか入力できないので，スケー

ルファクタを掛ける操作がソースプログラムに合まれ

ていなければならない。また入力または出力する id-

entifier 群の宣言の順序は，入出力の順序と逆にして

おく。入出力に関する手続きはプログラム内に合まれ

ていなくてもよいが，含まれているときは，これは解

析機室で入出力される（ただし，後述の曳引車上での

作表のために外部プログラムを使用した場合を除く）。

また曳引車から指令で浪算を開始する箇所に labelを

弧っておく。以上のほかは，通常の ALPS と全く 1hl

じでよい。

A-4.4.2. データテープの作成

データを入力する方法は，船型試験解析プログラム

R S-43 と同じである。そして， rintまたは rralの

番地部に値を入力しようとする identifierが割合てら

れた番地を指定する。 identifierの番地および labelの

実効番地はプログラムをコ‘ノバイルするときにリスト

を取れば示される。もし数個の identifierに続けて値

を入力するときは，最も番地が若い identifierの番地

を指定してそのあとに， で区切った数値を続けると

（整数の場合はコソマ 2箇を区切り符号とする），つぎ

つぎに番地の大きい方へと入力される。

A-4.4.3. 結果の出力

あとに述べる作表用外部プログラムを使用しないと

きは，自動的には出力を行なわない。しかし，何らかの

方法で演算の終了を確品して， RS-43の wint,wralの

機能を利用して FWl に結果を出力させることがで

きる。同時に数個出力させたいときは wral△△△△,

のあとにつづけて出力させたい identifierの個数を書

く。

A-4.4.4. 操作法

R S-43がドラムに格納されているものとする。ま

た，identifierの番地および演算開始番地は控えてあり，

(27) 
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プログラムは完全な形でコアにあるものとする。

曳引車空調室操作テーブルの CONTROLSELECT 

を5,PROGRAM SELECT を1にセットし，つぎ

のようにせん孔したテープを FWl の MTRにセ

ットする。

フィード rint262, x x x x, rral 0000,．△△ 

△△，・・・， jump10,ストップコードフィードマーク

なお xxxx は演算開始点の labelの実効番地

0000は値を入力する identifierの番地

．△△△△はその値 (1未満の小数）である。

操作テーブルのキイを CARRIAGERESET, CAR-

RIAGE START, REQ-T, COMPUTER STARTの

順に押すと，しばらくしてデータが入力される。

演算の終了を確認、し，つぎのようにせん孔したテー

プを FWl の PTRにセットし，上記の動作を繰

返えす。

フィード wral0000,△△， jump 10,ストップ

コードフィードマーク，なお 0000は出力したい

identifier の先頭の番地， △△ は続けて出力したい

identifierの個数（整数のときはその 2倍）である。

A-4.4.5. 曳引車上で作表を行ないたいとき

曳引車上で作表を行ないたいときは，外部プログラ

ムを使用して FWl から数値のみ整数 (5桁） 1個

と実数 (ALPS型式） 7個までを 1行に出力すること

ができる。なお，この方法を使用するときは ALPSで

使用できるコアの広さが半分以下となる。つぎにこの

方法を説明する。

ソースプログラムの~ $ALPS’；つのつぎに＄く8

進整数＞’;つをつけ加える。 8進整数はコソパイル

の途中に出力されるコミュニケーションテーブルの 2

行目の数が 15行目の数より大きくなるように定める。

すなわち，まず＄く 8進整数＞りを書かないでコンパ

イルし，このときに出力されるコミュニケーションテ

ーブルの 15の後の数から 329を引いて 8進数に変換

し，＄く 8進整数＞’; とすればよい。つぎに，宜言と

してつぎの外部プログラムの宜言をつけ加える。

PROCEDURE fwls (INTEGER i): EXTERNAL 

fwls; 

PROCEDURE wccw (INTEGER i): EXTERNAL 

wccw; 

PROCEDURE wscw (INTEGER i): EXTERNAL 

wscw; 

PROCEDURE wicw (INTEGER i): EXTERNAL 

w1cw; 
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PROCEDURE wrcw (REAL x): EXTERNAL 

wrcw; 

そして曳引車上に出力するときの wselのかわりに

fwls, wcrlfのかわりに， wccw,wspaceのかわりに，

wscw, wintのかわりに， wicw,wrealのかわりに wr

CW を使用する。なお， fwls ( )の値が正のときは

FWl を選択し，負のときはデータ伝送に EOT 

（東芝説明書ハードウェア篇参照）を出すようになっ

ているので出力が終了したときは必らず fwls(-1); 

を実行する必要がある。以上のほかは通常の ALPSと

変わらない。プログラムコソパイル時の PhaseL:に

は曳引車出力用曳引車 ALPSEXTERNAL PROCE-

DUREテープを入力する。 もし同一のプログラムを

解析機室で使用したいときは解析機室出力用曳引車

ALPS EXTERNAL PRCEDUREテープを入力する。

曳引車上での入力用テープは次のようにせん孔す

る。

rral（または rint)0000,．△△△△，．．．．， jump 

XX  XX, ストップコードフィードマーク

なお， 0000.△△△△および xxxxは前記

と同じである。

データの入力に関する操作は全く前記と同様に行な

えばよい。そして浪算が終わると直ちに FWl に出

力する。

解析機室における操作は，上記のデータテープを P

TRにセットして SW-1スタートすればよい。

なお，この方法で演算を行なうときは同時に他の被

割込みプログラムを行なうことはできない。

A-5. SMAP HSの操作法

A-5.1. プログラムテープの入力

ロータが回っているときに SM-43用 SMAPIISテ

ープを PTRにセットし SW-8スタートする。 SMAP

IISは， ALPSISを使用したときと SM-43の管理

下以外でドラムを使用したとき以外はほとんどこわれ

ない。 SM-43を新しく入力しなおしたときで SMAP

IIS がドラムにあることが確実なときは PSEUDO

SMAP IISテープを PTRにセットし SW-8スター

トすれば SMAPIIS を再び呼び出すことができる。

A-5.2. 'ノーステープの作成

SM-43の管理下で SMAPIISアセソブルプログラ

ムを実行するときの制限を以下に掲げる。

1) 0~319, 8184~8191番地は使用できない。

2) jh命令は使用してはならない。この代替とし



て，プログラムの終結時には go.10 を実行させ，

一時停止のときは ze. ＜次に行く番地＞~ go.317 

つとする。そして次の番地に行くときは LOCKを

オンにして SW-10スタートする。

3) ドラムは原則として使用できないが，SMAPIIS

あるいは ALPSrsがこわれてもよいときは 80~

120 トラックを使用できる。

4) MTを利用するプログラムは使用できない。

ソーステープは約 10cmのフィードマークの後に

"s "をせん孔し，さらに約 5cmフィードマークを

せん孔したあとにソースプログラムをせん孔する。

A-5.3. 操作法

ロータが回わっているときにソーステープを “s"

の前からにセットし， SW-9 スタートすると SMAP

と FW2 に出力しアセンブルを始める。 pas~ を読

むと FW2に pasと出力してロータに行く。 LOCK

をオンにして SW-10スタートすると再びアセソブル

を開始する。 end~ を読むと end と出力してロータ

に行き， pass1を終了する。再びソーステープを‘‘s" 

の後から PTR にセットし SW-10 スタートすると

pass 2 に入る。 pas~ における操作は前項と変わら

ない。 PTPから出力されたオブジェクトテープを P

TRにセットし SW-9 スタートする。もしオプジェ

クトが外部フ゜ログラムを要求していれば Notenough 

とメッセージが出力され，要求された外部フ゜ログラム

をすべて入力し終わったときは ready と出力する。

オブジェクトの実行は，フィードマークのあとに‘‘d"

をさん孔したテープを PTRにセットして SW-9 ス

タートする。もし，アセ‘／プル時とオプジェクトの実

行時が異なるときで， ドラムに SMAPrrsがあると

きは，フィードマークのあとに Sフィード pst~ end 

口 pst~ endとさん孔したテープを PTRにセット

して， SW-9スタートし， ロータに帰ったら LOCK

をオンにし， SW-10 スタートすれば上記と同じ状態

となる。

また ALPSrsがドラムに格納されているときは，

フィードマークのあとに a~ $ALPS'; ~ $FIN’；つ

とせん孔したテープを PTRにセットして SW-9 ス

タートすれば， phaseL: と出力して同様な状態とな

る（ただし，この場合は readyのかわりに Compilation

end.と出力する）。

再びアセンブルを行なうときはこの項の始めから行

なう。また， INTERRUPTIONIN キイの使用はア

センブルおよびオブジェクトラソの途中でも可能であ
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る。

A-6. MINITAP BS 

MINITAP BSアセンブラは RS-43に付属してい

るので RS-43をドラムに格納したとき一緒にドラム

に格納される。

A-6.1. ソーステープの作成

0~48, 260~329, 6656~7071および 8184~8191

番地は使用してはならない。また jh, は使用しては

ならない。そのかわりプログラム終結は go10, を実

行し，プログラムの中断は zeく次に行く番地＞， go

317, とする。 するとロータヘもどるので，次の番地

に行くときは LOCKをオンにして SW-10スタート

する。ソーステープはフィードマーク約 10cm のあ

とに “m’'をせん孔し，そのあとにソースプログラム

をせん孔する。 ソーステープの終結は zeくスタート

アドレス＞％口 go317%とする。

A-6.3. 操作法

ソーステープを PTRにセットし SW-9スタート

する。オブジェクトの実行には LOCKをオンにして

SW-10スタートする。

A-6.4. メモリーダンプ

フィードマークのあとに英字 m をせん孔し，つぎ

に／rd%~ no xx xx, ~ no 0000, ~ go 

d%とせん孔して PTRにセットし SW-9スタート

すると， xxxx番地から 0000番地まで，番地

とともにコアの内容が 8進数でダンプされる。

（注） 5章および 6章のアセンブラによるオブジェ

クトラン時に計算機が停止するようなエラーが生

ずると割込みができなくなるので，このようなこ

とはなるべく避けねばならない。もし，このよう

な事が起こったときは直ちに計算機をリセットし

て 10番地スタートし，ロータにもどさねばなら

ない。

A-7. タイムカウンタ（アセンプラのみ

使用可能）

Aレジスタに／ze.XX  X X, ~ (zt XX  XX,) 

または， ／zf. X X X X ~ (zc X X X X,) を入れ，

IXレジスタにスタートアドレスを入れて， go.304~ 

(go 304,)を実行すると，タイムカウンタがセットさ

れ，つぎの番地にもどるが，タイムカウンタがオンにな

るとスタートアドレスヘジャンプする。そしてこのル

ーチン内で go.10(go 10,）つを実行するともとのプ

(29) 
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ログラムにもどる。／zx(zt)のときは最大約 6秒，／zf

(zc) のときは約 11秒のタイムカウンタとして利用で

きるが，共に約 1秒の SM-43を通過するための時間

を合んでいる。したがって 1秒以下のタイムカウ‘ノタ

としては使えない。
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表ーA.1. エラー表示番号表

エラー表示番号

00001 

00127 

00266 

00306 

00310 

00311 

00312 

00352 

00353 

00354 

00355 

00356 

00357 

00360 

00361 

00633 

00715 

00731 

01053 

01304 

01324 

01343 

01357 

01363 

01375 

01400 

01476 

01505 

01511 

01512 

01521 

01575 

01601 

01632 

17777 

内 容

0番地からスタートした。（曳引車から CONTROLSELECT を5にセットして割
込みをかけた。

EXTERNAL NAMEが多すぎて収容できない。

プログラムが大きすぎて収容できない。

スイッチ命令の変数が項目の数より大きかったりまたは負であったとき。

r¥iの iが区0のとき。

スタックがあふれたとき。

沿字つき変数の涼字が規定の範囲を起えたとき。

(LOCC)11喜：：：：：（LIMT)11-23 

コンパイルプログラムが 3776*1朽＊3和でかつ和に 0, 1, 2, 3, 4, 5以外の
ものがあらわれたとき。

コンパイルプログラムの CONU; において＄U の継続マークが全部ついていると
き。

スタック＄U の深さが 40を越えた。

スタック＄V の深さが 20を越えた。

rreal, rintで読みこんだ数字が 20字以上のとき。

rreal, rintで読みこんだもののうち数字，符号，・， x, およびコンマ以外のものがあ
るとき。

entierの変数の小数点以上が 8,388,607,以上かまたは小数点以下であったとき。

モニタヘ入る入口をまちがえた。

割込みが多すぎて処理しきれなくなった。

処理できない割込みが起った。

曳引車で sw_10スタートした。

Kコードを読むときでないのにKコードを読んだ。

ALPS コソパイラがドラムにない。

SMAP アセンプラがドラムにない。

まだオプジェクトランはできない。

フィードマーク，!,s, a, m 以外の記号を読んだ。

排水鼠計算でKコード，フィードマーク以外を読んだ。

排水量計算のプログラムが入っていない。

曳引車または解析室で sw-0スタートした。

＂ 

”
 ”
 " SW-12,, 

曳引車の SWの信号が 12より大きい。

曳引車から SW-8スタートした。

SW-9 

SW-7 

SW-11 

” 

＂ 
＂ 

コメント出カルーチン内で 1Xレジスタの内容が規定より大きい。

I/0ェラー。計算機の ERRORRESETキイを 2回押すこと。

(31) 


